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国内投資への取り組みについて
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会社概要

２



①国内投資へのシフト

３

「投資の国内回帰」

・新型コロナウイルス感染症によるサプライチェーンの混乱や地政学的リスクを受けて、
  投資の軸足を国内にシフト。

国内投資項目 2023年
2024年
（計画）

飲料水
（天然水・炭酸水・お茶）

1００億円 1７５億円

精米・パックごはん 3０億円 3５億円

食品事業 小計 １３０億円 ２１０億円

工場・物流 35億円 25億円

その他 30億円 -

合計 １９５億円 235億円
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②「物流2024年問題」への取り組み

４

ケースコンベアシステム

・物流の効率化を図るため、新たに「ケースコンベアシステム」に投資
・トラックの待機時間を減らし、出荷量を約2～3倍へ
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トラックの待機時間 超過率

荷待ち（１時間以内）

合計（荷役含む2時間以内）

23年 24年
自動倉庫出庫 ピッキング パレット仕分け 人での搬送 運送会社配送

【従来】

【新たな取り組み】

自動倉庫出庫 ピッキング コンベア搬送 ダイレクト搬送 運送会社配送
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③「食品輸出ビジネス」への取り組み

５

「食品輸出展望」

・2022年_台湾、2024年_タイ、USAへの「パックごはん」輸出を開始。
・協働事業計画3ヵ年計画に基づき、産地生産基盤パワーアップ事業を活用し、鳥栖工場へパックごはん設備を導入。
・今後も農業界と連携し、食品輸出拡大に向けた国内設備投資を予定。

（億円）

パックご飯 輸出展望
・2026年 12億
・2028年 20億（目標）

12億円
20億円

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

IRIS 0 0.35 3 6 12 16 20

他社 7.9 9.6 10.5 11.6 12.5 13.5 15

合計 7.9 9.95 13.5 17.6 24.5 29.5 35

前年比 134% 126% 136% 130% 139% 120% 119%



提言内容

６

①輸出拡大に向けた取組

②国内物流設備投資に関する取組

③中小企業向け脱炭素・ロボット促進

‣今後も更なる食品の輸出拡大に向けて国内設備投資を実施予定のため、
製造事業者への投資バックアップをお願いしたい。

‣日本にはミネラルウォーター天然資源があるため、海外輸出に対する助成も検討いただきたい。

‣物流24年問題対策として、更なる物流拠点設備投資を検討しているが、
現状、「中小企業省力化投資補助金」などのメニューでは中小企業・中堅企業向けとなり、
大企業が対象外となっているため、働き方改革や賃上げを牽引していくためにも
対象範囲の見直しを検討いただきたい。

‣脱炭素推進でLED照明を事業として推進させている。
「中小企業省力化投資補助金」のカタログに「清掃ロボット」を採用していただいているが、
対象業種が宿泊業、飲食サービス業、製造業、卸売業、小売業のため、対象範囲の拡大を検討いただきたい。
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